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至
多
良
木

至
人
吉

後援会のご案内
日頃より、熊本県議会議員おがた勇二をご支援いただきありがとう

ございます。
おがた勇二事務所では、後援会の会員を募集しております。ホーム

ページ、メール、電話、ＦＡＸなどで受け付けておりますが、直接事
務所でも入会の手続きをしていただくことができます。
皆様のご支援を賜りますよう、よろしくお願い致します。
尚、お知らせいただいた個人情報は、厳重に管理し、後援会活動の

目的以外で使用することはありません。
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熊
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緒
方
勇
二

　

熊
本
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
・

団
体
機
関
誌
「
県
視
協
だ
よ
り
」
の
令

和
３
年
度
熊
本
県
視
協
福
祉
大
会
特
別

号
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、
当
協
会
の

理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

私
か
ら
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
初
確

認
か
ら
２
年
、
感
染
拡
大
と
減
少
を
繰

り
返
し
、
経
済
活
動
・
社
会
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
視

覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ま
に
は
障
が
い
の

特
性
上
、
と
り
わ
け
不
自
由
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
お
い
で
の
こ
と
と
心
配
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で

は
感
染
者
数
は
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
第
６
波
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
引
き
続
き
医
療
体
制
強
化
に
努

め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
２
０
２
１
年
夏
、
一

年
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
夢
と
感
動
を
コ

ロ
ナ
で
苦
し
む
全
世
界
の
皆
さ
ん
に
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
開
催
で
き
た
の
は
、
日
本
の

国
民
性
の
賜
物
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

出
場
選
手
に
対
し
て
、
障
が
い
が
あ
る

か
ら
不
幸
だ
と
思
う
の
で
は
な
く
、
残

さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
引
き
出
し
磨

き
上
げ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
そ
し

て
今
日
ま
で
の
歩
み
に
賞
賛
の
拍
手
を

送
り
、
胸
を
熱
く
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
不
幸
で
は
な
く
不
便
な
の
だ
！
の

言
葉
通
り
に
、
障
壁
を
取
り
払
い
真
の

共
生
社
会
を
築
く
必
要
性
を
改
め
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。
柔
道
日
本
代
表
で
盲

学
校
教
諭
平
井
先
生
に
も
賞
賛
の
拍
手

を
今
一
度
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
福

祉
大
会
は
、
障
が
い
福
祉
施
策
の
最
新

の
動
向
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
う
講
演
会

や
大
会
宣
言
、
そ
し
て
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
運

動
を
推
進
す
る
な
ど
、
本
会
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
会
員
同
士
が
集

ま
り
親
交
を
深
め
ら
れ
る
場
で
あ
り
、

私
個
人
と
し
ま
し
て
も
会
員
の
皆
さ
ま

と
直
接
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
貴

重
な
機
会
で
あ
っ
た
た
め
、
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
は
本
当
に
残
念
な
こ
と

で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
福
祉
大
会
中
止
と
い

う
痛
手
を
補
う
意
味
で
も
、
本
会
の
機

関
誌
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
か
な
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
冊
子
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
本
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
を
取
り
巻

く
今
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
、
そ
し
て

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
つ
い
て

し
ば
し
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
こ
そ

は
是
非
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

県政だより勇真
熊本県議会議員 
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定例議会後に蒲島知事と一般質問傍聴記念撮影（12/9）

➡
上
下
　
県
技
能
士
組
合
の
皆
様
に
よ
る
仮
据
付

⬆⬇渡阿蘇神社遷座祭

⬆人吉新聞の記事より

総務常任委員会管内視察（7/30） 市房発電所リニューアル事業完了式典（3/19） 植樹祭にて眼下に万江川、人吉市街を望む

熊本県議会議員　緒方勇二様

拝啓　枯葉舞う季節となり冬の気配を感じる折、ますますご清祥
のことと存じます。
　先日は突然の訪問だったにも関わらず貴重なお時間を頂き、誠
にありがとうございました。
　上流地域と下流地域が相互に思いやり今後の水害に対応して
いく重要性、百太郎溝や幸野溝が昨年の水害において “第１、
２の堤防” として機能していた可能性など、多くのことを教えて頂きあ
りがとうございました。今後の水害対策において、川下りやラフティン
グなどの観光資源、被害に遭った橋の鉄の再利用など、災害の
記憶を伝達する手段も興味深く感じました。　また百太郎溝土地改良区、幸野溝土地改良区の理事長様
を紹介して頂き、誠にありがとうございます。ご連絡を差し上げまして、
１１月下旬にお話や現地を案内して頂くことが決まりました。　緒方様にお伺いした内容も踏まえながら、今後の修士論文の結
果に活かすことができればと思っております。時間が取れましたらまた
お伺いしたいと思っております。　今後とも、どうぞよろしくお願い致します。

敬具　令和３年１１月１７日

熊本大学大学院　自然科学教育学部土木建築学専攻　修士２年　Ｍ．Ｓ

Yushin (1) Yushin (4)

拝
啓　

梅
雨
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

陳
者
令
和
三
年
五
月
十
六
日
仮
殿
遷
座
祭
に
御
参

列
戴
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
社
令
和
二
年
七
月
豪
雨
で
全
壊
致
し
ま
し
た
。

先
生
の
一
年
が
か
り
の
多
大
な
る
御
尽
力
に
よ
り
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
声
を
か
け
て
戴
き
仮

遷
座
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
の

力
で
は
到
底
及
ば
な
い
事
と
役
員
、
総
代
共
に
感
謝

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
此
よ
り
後
は
渡
の
里
の
氏

神
様
と
し
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
様
奉
仕
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

　

渡
の
里
も
少
し
は
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
復
旧
途
上
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
元
の
生
活

に
戻
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
氏
子
の
皆

様
の
御
平
安
を
た
だ
た
だ
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

先
生
の
県
民
を
思
う
実
直
な
人
柄
に
感
服
致
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
共
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

右
、
御
礼
の
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具　

　
　

令
和
三
年
六
月
吉
日

渡
阿
蘇
神
社　

宮
司　

尾
方
孝
至

熊
本
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会

熊
本
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会

機
関
紙
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
御
挨
拶
文
を
寄
稿

機
関
紙
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
御
挨
拶
文
を
寄
稿



る
路
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
、
林
業
生
産
活

動
等
に
加
え
、
非
常
時
の
代
替
路
と
し
て
も

重
要
で
、
既
存
林
道
等
を
活
用
し
た
改
良
で

効
率
的
整
備
が
可
能
と
考
え
る
。
林
道
等
の

管
理
者
の
関
係
町
村
へ
の
技
術
的
支
援
等
で
、

さ
ら
な
る
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

（
３
）
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
拡
大
及
び

幸
野
溝
等
に
お
け
る
溢
水
対
策

質
問　

①
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て
、
整
備
当

初
30
セ
ン
チ
だ
っ
た
あ
ぜ
の
高
さ
が
、
現
在

は
半
分
程
度
で
、
貯
留
効
果
を
発
揮
す
る
に

は
再
整
備
が
必
要
。
球
磨
地
域
は
、
飼
料
用

米
の
場
合
、
あ
ぜ
塗
り
を
行
っ
て
い
な
い
の

で
、
あ
ぜ
塗
り
機
に
よ
る
畦
畔
補
強
が
効
果

的
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
一
方
、
あ
ぜ
塗

り
は
、
作
業
受
託
農
家
が
行
う
た
め
、
そ
の

機
械
導
入
支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
農
業
用
水
路
の
幸
野
溝
や
百
太
郎
溝
が
、

土
砂
流
入
も

あ
っ
て
水
路

か
ら
あ
ふ
れ
、

浸
水
被
害
が

発
生
す
る
た

め
、
地
下
の

砂
利
層
に
オ
ー
バ
ー
水
を
浸
透
さ
せ
る
設
備

導
入
を
訴
え
て
き
た
。
豪
雨
時
の
オ
ー
バ
ー

水
に
よ
る
被
害
軽
減
や
地
下
浸
透
に
つ
い
て
、

農
林
水
産
部
長
に
尋
ね
る
。

答
弁（
農
林
水
産
部
長
）　

①
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、

モ
デ
ル
地
区
で
、
畦
畔
の
再
築
造
と
あ
ぜ
塗

り
補
強
し
た
水
田
で
、
貯
留
効
果
等
を
検
証

し
、
畦
畔
の
整
備
手
法
を
確
立
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
あ

ぜ
塗
り
作
業
受
託
農
家
の
機
械
導
入
は
、
各

種
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
支
援
す
る
。

②
幸
野
溝
等
へ
流
れ
込
む
土
砂
は
、
治
山
施

設
や
沈
砂
池
の
整
備
等
を
関
係
部
局
連
携
し

て
検
討
し
、
豪
雨
時
の
排
水
対
策
は
、
水
路

断
面
拡
幅
や
河
川
へ
の
新
た
な
放
水
路
設
置

等
を
検
討
し
て
い
る
。
地
下
浸
透
は
、
砂
利

層
が
確
認
さ
れ
た
南
稜
高
校
の
実
証
水
田
に

浸
透
ま
す
を
設
置
し
、
効
果
を
検
証
す
る
。

３ 

木
材
利
活
用
に
向
け
た

出
口
戦
略

質
問　

災
害
に
強
い
森
林
整
備
で
、
出
口
戦

略
の
必
要
性
が
増
し
、
人
材
育
成
や
内
外
需

の
促
進
が
必
要
。
林
業
新
規
就
業
者
育
成
の

年
間
目
標
設
定
が
必
要
と
思
う
。
住
宅
着
工

等
の
減
少
で
、
新
た
な
内
需
掘
り
起
し
が
必

要
。
民
間
建
築
に
も
裾
野
を
広
げ
る
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
改
正
施
行
さ
れ

る
な
ど
、
木
造
・
木
質
化
に
追
い
風
が
吹
き
、

災
害
公
営
住
宅
建
築
等
の
需
要
等
も
考
え
ら

れ
る
。
熊
本
に
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
木
造
の
強
み
を
持
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登

録
企
業
が
あ
り
、
そ
の
特
性
を
融
合
・
全
国

展
開
さ
せ
、
木
造
・
木
質
化
を
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。
外
需
は
、
旺
盛
な
丸
太

の
需
要
に
応
え
、
素
材
生
産
業
者
は
生
産
能

力
を
高
め
て
お
り
、
丸
太
の
輸
出
促
進
が
必

要
。
一
方
で
、
製
材
品
の
輸
出
促
進
も
必
要
。

県
は
、
ア
ジ
ア
中
心
に
拡
大
を
図
っ
て
き
た

が
、
新
た
な
国

へ
の
展
開
も
必

要
と
考
え
る
。

輸
出
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取

組
や
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
、

い
か
が
お
考
え

か
。
以
上
３
点
、

農
林
水
産
部
長

に
尋
ね
る
。

答
弁
（
農
林
水
産
部
長
）　

県
で
は
、
林
業

従
事
者
を
令
和
元
年
度
の
８
２
８
人
か
ら
令

和
５
年
度
に
１
，
１
５
０
人
に
、
新
規
就
業

者
数
を
85
人
か
ら
１
１
０
人
に
増
や
す
計
画
。

内
需
は
、
法
改
正
を
受
け
、
県
の
基
本
方
針

を
改
定
す
る
。
公
共
建
築
物
は
、
県
が
率
先

し
て
木
材
利
用
に
取
り
組
み
、
民
間
建
築
物

は
、
県
民
の
木
材
利
用
が
一
層
図
ら
れ
る
環

境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
災

害
公
営
住
宅
へ
の
木
材
利
用
は
、昨
年
度「
木

造
で
つ
く
る
多
様
な
共
同
住
宅
」
プ
ラ
ン
集

を
作
成
。
こ
れ
に
は
、
１
階
部
分
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
、
２
階
以
上
が
木
造
の
複
合
パ

タ
ー
ン
も
あ
り
、
災
害
公
営
住
宅
に
生
か
さ

れ
る
提
案
を
し
て
い
る
。
外
需
は
、
バ
イ

ヤ
ー
招
聘
、
商
談
会
等
を
行
っ
て
き
て
、
昨

年
度
の
丸
太
輸
出
額
は
５
年
前
の
１
・
６
倍
、

製
材
品
も
３
・
３
倍
に
増
え
て
い
る
。
今
後

も
、Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
新
規
国
へ
の
新
た
な
商

流
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

４ 
県
立
高
校
魅
力
化

質
問　

人
吉
高
校
五
木
分
校
は
、
定
員
40
名

に
対
し
て
１
年
生
は
４
名
の
現
状
で
、
地
元

の
子
供
た
ち
が
進
学
先
に
選
択
し
て
い
な
い
。

地
元
森
林
組
合
は
人
材
育
成
に
熱
心
だ
が
、

建
設
会
社
へ
の
転
職
者
も
多
い
と
聞
く
。
地

域
の
林
業
活
性
化
に
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
等

の
技
術
導
入
が
急
が
れ
、
林
業
担
い
手
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
緑
の
流
域
治
水
の

機
能
を
発
揮
さ
せ
、
災
害
に
即
応
で
き
る
林

業
従
事
者
の
育
成
は
急
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

五
木
分
校
創
立
50
周
年
に
合
わ
せ
、
林
業

コ
ー
ス
を
基
軸
と
し
た
学
科
改
編
を
実
施
し
、

林
業
大
学
校
県
南
校
と
連
携
充
実
を
図
る

高
校
に
す
る
考
え
が
な
い
か
、
教
育
長
に
尋

ね
る
。

答
弁
（
教
育
長
）　

県
南
地
域
に
お
け
る
林

業
従
事
者
育
成
に
向
け
、
芦
北
高
校
、
南
稜

高
校
及
び
八
代
農
業
高
校
泉
分
校
で
、
実
践

的
な
林
業
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
募

集
定
員
が
充
足
し
て
い
な
い
。
今
後
３
校
で

は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど
の
魅
力
化
に
一
層

取
り
組
み
、
人
材
育
成
を
図
る
。
五
木
分
校

に
つ
い
て
は
、
多
様
な
進
路
希
望
を
か
な
え

る
個
別
最
適
化
し
た
学
び
を
充
実
さ
せ
る
。

今
後
、
普
通
科
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

く
ま
も
と
林
業
大
学
校
県
南
校
や
森
林
組
合

と
の
連
携
等
に
よ
る
学
び
の
多
様
化
を
図
り
、

地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

１ 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧・復
興

（
１
）
被
災
者
の
不
安
・
不
満
の
解
消

質
問　

被
災
地
は
、
緑
の
流
域
治
水
の
理
念

と
現
実
の
は
ざ
ま
で
不
安
と
不
満
が
蓄
積
し
、

経
験
し
た
浸
水
深
と
示
さ
れ
た
宅
地
か
さ
上

げ
の
高
さ
と
の
違
い
に
不
満
が
募
る
。

①
流
域
治
水
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
も
浸
水
不

安
は
残
る
た
め
、

高
い
場
所
へ
の

移
転
を
進
め
る

べ
き
。

②
浸
水
場
所
で

住
み
続
け
た
い

と
の
声
に
は
、

安
心
な
住
環
境
を
整
備
す
べ
き
。

③
浸
水
エ
リ
ア
で
は
、
垂
直
避
難
等
の
条
件

を
つ
け
て
建
築
を
許
可
す
る
な
ど
、
一
定
の

制
限
を
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
お

考
え
か
。
知
事
に
尋
ね
る
。

答
弁
（
知
事
）　

①
球
磨
村
で
は
、
高
台
移

転
等
の
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
宅
地
造
成
規

模
等
を
確
定
し
、
令
和
５
年
度
中
の
一
部
供

用
を
目
指
し
て
お
り
、
移
転
希
望
者
が
希
望

ど
お
り
の
再
建
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
を
支
援
す
る
。

②
浸
水
場
所
に
住
む
た
め
、
測
量
結
果
を
踏

ま
え
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
村
で
協
議
し
、

ダ
ム
等
に
よ
る
流
量
低
減
後
を
前
提
と
す
る

高
さ
で
宅
地
か
さ
上
げ
等
を
実
施
し
、
避
難

地
等
も
整
備
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
市
町
村
が
ピ
ロ
テ
ィ
ー
化
推
進
等
の
条
例

を
制
定
す
る
場
合
に
、
必
要
な
支
援
を
行
う
。

そ
れ
で
も
不
安
な
世
帯
は
、
市
町
村
に
譲
与

す
る
木
造
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
可
能
と
な

る
よ
う
関
係
市
町
村
と
検
討
し
て
ま
い
る
。

（
２
）
河
川
河
床
掘
削
の
土
捨
て
場
確

保
支
援
、
土
砂
の
有
効
利
用

（
３
）
球
磨
川
堤
防
強
化
に
伴
う
物
流

道
路
の
必
要
性

質
問　
（
２
）
今
次
災
害
後
の
河
川
堆
積
土

砂
を
取
り
除
く
工
事
の
問
題
は
、
す
ぐ
対
応

で
き
る
土
捨
場
や
土
砂
の
仮
置
場
が
な
か
っ

た
点
。
工
事
間
利
用
も
大
規
模
災
害
時
に
は
、

工
期
が
合
わ
ず
、
発
災
後
の
土
捨
場
等
確
保

も
法
令
手
続
き
や
様
々
な
調
整
が
必
要
で
、

事
前
準
備
が
必
要
と
危
惧
す
る
。
そ
こ
で
、

球
磨
地
域
の
土
砂
処
分
の
現
状
と
今
後
の
大

規
模
災
害
時
の
考
え
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

（
３
）
球
磨
郡
は
、
東
西
方
向
の
道
路
整
備

が
脆
弱
で
、
国
道
は
通
学
と
車
両
の
多
さ
で
、

い
つ
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
。

緊
急
輸
送
や
物
流
機
能
の
弱
さ
も
問
題
。
そ

こ
で
、
堆
積
土
砂
を
利
用
し
て
、
球
磨
川
堤

防
を
拡
幅
し
、
物
流
道
路
と
し
て
２
車
線
化

で
き
れ
ば
、
災
害
時
の
支
援
の
道
と
も
な
り
、

交
通
事
情
も
劇
的
に
緩
和
さ
れ
、
避
難
路
に

も
成
る
。
洪
水
で
破
堤
し
な
い
堤
防
道
路
と

堤
防
強
化
を
流
域
治
水
メ
ニ
ュ
ー
に
盛
り
込

む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
土
木
部
長
の

考
え
を
尋
ね
る
。

答
弁
（
土
木
部
長
）　
（
２
）
県
撤
去
の
土
砂

約
83
万
立
方
メ
ー
ト
ル
は
、
仮
置
場
を
確
保

し
、
約
17
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
他
工
事
等
へ

活
用
。
残
り
は
、
25
か
所
の
土
捨
場
に
て
処

分
し
た
。
し
か
し
、
運
搬
車
両
の
調
整
等
の

課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
災
害
時
の
発
生

土
砂
は
、
ま
ず
、

他
工
事
等
へ
活

用
し
、
処
分
が

必
要
な
場
合
は
、

円
滑
な
対
応
に

努
め
る
。
そ
の

た
め
、
国
や
市

町
村
と
改
善
策

に
つ
い
て
協
議

し
、
将
来
に
備

え
た
い
。

（
３
）
災
害
復
旧
で
作
業
車
両
や
交
通
規
制

が
多
く
、
不
便
を
か
け
て
い
る
。
千
葉
県
八

街
市
の
事
故
を
受
け
て
調
査
を
進
め
て
お
り
、

県
管
理
道
路
は
、
早
期
に
改
善
す
る
。
河
川

管
理
用
通
路
は
、
河
川
巡
視
や
緊
急
対
策
等

に
活
用
し
、
災
害
時
は
堤
防
が
危
険
に
な
る

と
も
想
定
さ
れ
、
避
難
路
へ
の
活
用
は
困
難

で
、
治
水
メ
ニ
ュ
ー
に
盛
り
込
む
こ
と
は
厳

し
い
と
考
え
る
。

２ 
緑
の
流
域
治
水

（
１
）
災
害
に
強
い
森
林
整
備
の
在
り
方

（
２
）
森
林
基
幹
道
菊
池
人
吉
線
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
の
必
要
性

質
問　
（
１
）①
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
と
は

ど
の
よ
う
な
森
林
整
備
、
森
林
の
状
態
か
。

②
定
量
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

③
主
伐
期
の
森
林
の
皆
伐
は
よ
く
な
い
の
か
。

④
林
業
が
構
造
的
不
況
に
あ
え
ぐ
中
、
ど
の

よ
う
に
持
続
可
能
な
森
林
に
す
る
の
か
。

（
２
）
被
災
時
の
迅
速
な
復
旧
等
の
た
め
路

網
整
備
は
と
て
も
大
事
で
あ
る
。
森
林
基
幹

道
菊
池
人
吉
線
は
、
球
磨
川
と
川
辺
川
に
挟

ま
れ
た
脊
梁
を
走
る
が
、
一
般
県
道
五
木
湯

前
線
、
五
木
多
良
木
線
、
梶
屋
多
良
木
線
が
、

こ
れ
に
接
続
し
て
い
な
い
。
こ
の
３
路
線
と

森
林
基
幹
道
の
ア
ク
セ
ス
強
化
が
で
き
な
い

か
。
以
上
を
、
農
林
水
産
部
長
に
尋
ね
る
。

答
弁
（
農
林
水
産
部
長
）　
（
１
）①
間
伐
、

再
造
林
、
針
広
混
交
林
化
の
ほ
か
、
治
山
施

設
の
整
備
等
を
促
進
す
る
も
の
。
樹
種
な
ど

の
異
な
る
森
林
が
組
み
合
わ
さ
り
、
土
砂
等

の
流
出
防
止
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
を
想
定
。

②
そ
の
効
果
の
定
量
化
は
困
難
。

③
皆
伐
と
い
う
だ
け
で
制
限
す
る
の
は
現
実

的
で
は
な
く
、

土
砂
流
出
を
防

ぐ
方
法
を
指
導

し
、
再
造
林
の

支
援
を
行
う
。

④
森
林
整
備
は
、

林
業
と
の
調
和

が
不
可
欠
で
、

担
い
手
確
保
や

木
材
の
利
用
拡
大
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

取
り
組
む
。

（
２
）
森
林
基
幹
道
と
県
道
、
林
道
等
に
よ
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